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専門学校教員の養成において
ブレンディッド型e-Learningを活用し
た協調自律学習の有用性の検討

河井正隆

明治東洋医学院専門学校



22

協調自律学習との出会い協調自律学習との出会い

2006年の夏，本研究所主催の「協調自律
学習のカスタマイシング」に参加．

その時は，よくわからなかった．

その後，西之園先生の授業を2回参観させ
ていただく．論文も拝読．
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そして、そして、

• “知識創造”というキーワードに惹か
れて．

• 学生の可能性を最大限に引き出せ
るのでは．

自分の授業をブラッシュアップさせたい！自分の授業をブラッシュアップさせたい！
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本校の紹介本校の紹介
●所在地：大阪府吹田市
●鍼灸学科，柔整学科，教員養成学科の3学科（定員総数，950名）

本校は，学校法人明治東洋医学院の
ネットワークの中で，21世紀の社会と
医療の変化を的確にとらえ，患者様
のニーズに柔軟に対応できる能力を
もつ鍼灸師・柔道整復師を養成．

http://www.meiji-s.ac.jp から抜粋
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専門学校の今専門学校の今

※http://www.senmo
n.co.jp/index.htmlか
ら抜粋（資料：平成19
年度，学校基本調査，
文科省）
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http://www.senmon.co.jp/index.html から抜粋

医療分野は一貫して学生数を
増やしてきたが、今年度は
2.4％減で、初めて減少に。そ
れでも10年前の平成9年度の
16万6000人に比べると22.2％
も増加。一方、専門学校生の
中で占める割合は、今年度は
32.4％と、10年間で6.9ポイント
アップ。
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はじめに
学生における最高の教育環境は，教育の担い手である教員
自身．複雑で多様な教育問題を「主体的に知識を創造しな
がら問題解決に取り組むことができる」(西之園 2003)人材
の養成が求められる．
専門学校教育を充実・発展させゆくためにも，専門学校教員
の養成に特化した実践的研究が急務と思われる．
今回，本校教員養成学科「教育学概論」を題材に，専門学校
教員の養成に特化した授業の検討を行う．具体的には，ブレ
ンディッド型e-Learningを活用した協調自律学習（西之園ら
2006）が，本授業においてどのような意味をもつのか，その
意味を学生授業アンケートから検討する．

※本研究におけるブレンディッドラーニングとは，学習成立
のために次元の異なるメディアや複数の学習を組み合わせ
た学習形態を指す(安達 2007)．
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授業の概要

①授業のねらい：協調自律学習を通し，自らが主体
的に知識を創造し問題解決に取り組む技術・態
度を養う．

②最終の課題：「私が構想する未来の専門学校」
（レポート5～10枚，6,000字～12,000字）．
③授業回数：前期14回（平成19年4月～7月），1コ
マ90分．
④授業形態：40分程度の授業者からのショートレク
チャーと，1チーム学生3～4名（合計4チーム）の
協調自律学習を，授業内外で学習を進める．
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ブレンディッド型e-Learningに
適したシステム：(株)ネットマン社の

C-Learning®を採用
①授業に関する情報の発信：教員から必要な情報を
学生に配信．
②授業に関する情報の交換：専用サイト掲示板で学
生同士の情報交換．
③授業に対する意見・質問：専用サイト掲示板で授業
への意見・質問の書き込みを可能に．
④レポート・課題の提出：Web上からレポート・課題の
提出を可能に．
⑤学生が作成した資料の共有化：専用サイトにアップ
ロードやダウンロードを行わせ，資料の共有化を実
現．
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掲示板の画面掲示板の画面
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教員側のコントロール画面教員側のコントロール画面
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各チーム専用共有スペース(自分のチームのみ)

図 C-Learningのメニュー画面

※作成：NPO法人学習開発研究所 望月紫帆氏(2007)
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協調学習と自律学習

個人

教室空間

自律学習

協調学習
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チーム

チーム

チーム
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学生授業アンケートの結果
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授業アンケートの結果から

コミュニケーションの活性化．

チームが機能．
競争関係の成立．

学習意欲が向上
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①協調自律学習への
心的影響の可能性

授業アンケートから，本学習方法に馴染んだ
とする学生は少ない．

協調自律学習への（否定的な）心的影響か？

協調自律学習は学生の主体的学習を前面に
置く形態であり，受動的な知識の受け入れで
はない．

創造的な知識創造という能動的な学習方法へ
と転換が求められる．
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②チーム編成と役割の徹底

チーム編成：「私のプロフィール」（第2回授
業で実施）を学生に記載させ，チームのど
の役割を担いたいのか，その希望を聞くと
同時にコミュニケーションタイプテストの結
果などを総合的に勘案し，授業者の判断で
学生を1チーム4名（3チーム）に振り分けた．
チームの役割は「司会・進行係」・「技術
係」・「学習管理係」・「音読係」の4つ．

チーム内での役割評価の実施が必要！
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③C-Learningにおける
協調自律学習成立の要件

成功するチーム編成は如何に！？

→途中でチーム編成を変更も考慮．

最終テーマのフィット感を．
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要 約

目的：専門学校教員の養成においてブレン
ディッド型e-Learningを活用した協調自律学
習を，学生授業アンケートから検討．

対象授業：本校教員養成学科に開設する必
修科目「教育学概論」（2008年度前期）．受講
生は1年生15名（男性13名，女性2名）．平均
年齢：30.3±9.8歳．
結論：①学習意欲の向上，②コミュニケーショ
ンの活性化等の項目に有意な差．
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授業者の変容

学生を信じることの大切さ！

誠実に！

上手くいかないとき、どんな代
替策が出せるか！
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最後に一言，

授業者自身が

どのような哲学をもつか！！
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